
笠岡市空家等の適切な管理に関する条例（案）

笠岡市空き家等の適正管理に関する条例（平成２６年笠岡市条例第２８号）の全部を改

正する。

（趣旨）

第１条 この条例は，空家等の適切な管理を図ることにより，放置された空家等による災

害等を未然に防止するとともに，良好な景観及び生活環境の保全並びに安全で安心なま

ちづくりの推進に寄与するため，空家等対策の推進に関する特別措置法（平成２６年法

律第１２７号。以下「法」という。）に定めるもののほか，必要な事項を定めるものと

する。

（定義）

第２条 この条例において使用する用語の意義は，法において使用する用語の例による。

（民事による解決との関係）

第３条 この条例の規定は，空家等の所有者等と当該空家等が適切な管理が行われていな

いことにより被害を受けるおそれのある者との間で，民事による事態の解決を図ること

を妨げない。

（所有者等の責務）

第４条 空家等の所有者等は，法第３条の規定により，周辺の生活環境に悪影響を及ぼさ

ないよう，空家等の適切な管理を行わなければならない。

（市と市民の協働）

第５条 市と市民（市内に居住し，又は市内で働き，学び，若しくは活動する個人，法人，

その他の団体をいう。以下同じ。）は，協働して，空家等の適切な管理を図る取組を進

めるものとする。

（市の責務）

第６条 市は，法第４条の規定により，法第６条第１項に規定する空家等対策計画の作成

及びこれに基づく空家等に関する対策の実施その他の空家等に関する必要な措置を適切

に講ずるものとする。

（市民の役割）

第７条 市民は，空家等が特定空家等であると疑うに足りる事実があるときは，市にその

情報を提供するよう努めるとともに，市が行う調査等に協力するよう努めるものとする。

（緊急応急措置）

第８条 市長は，特定空家等について，放置することが著しく公益に反すると認められ，

かつ，人の生命，身体，財産に重大な被害を及ぼす等の危険な状態が切迫していると認



められる場合は，緊急にその危険な状態を回避するために必要な最低限の措置（以下「

緊急応急措置」という。）を自ら行い，又は第三者をしてこれをさせることができる。

２ 市長は，前項の緊急応急措置を行い，又は行わせる場合においては，当該特定空家等

の所有者等の同意を得るものとし，過失がなくて当該特定空家等の所有者等を確知する

ことができないときは，特定空家等の状態及び緊急応急措置を行う旨をあらかじめ公告

しなければならない。ただし，緊急かつやむを得ないと認められるときは，この限りで

ない。

３ 市長は，緊急応急措置を講じたときは，当該措置に要した費用を当該特定空家等の所

有者等から徴収するものとする。

（支援）

第９条 市長は，空家等の適切な管理及び活用の促進のため，特に必要があると認められ

るときは，空家等が特定空家等の状態になることの防止及び特定空家等の状態の改善を

図るための必要な支援をすることができる。

（協議会）

第１０条 法第７条第１項の規定により，笠岡市空家等対策協議会（以下「協議会」とい

う。）を置く。

２ 協議会の組織及び運営に関し必要な事項は，規則で定める。

（関係機関との連携）

第１１条 市長は，法及びこの条例の施行のため必要があると認めるときは，関係行政機

関，住民自治組織等に対し，特定空家等の所在地及び物的状態の内容に関する必要な情

報を提供し，当該特定空家等の状態を改善するために必要な協力を求めることができる。

（委任）

第１２条 この条例に定めるもののほか，この条例の施行に関し必要な事項は，規則で定

める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は，令和４年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の際，現にこの条例による改正前の笠岡市空き家等の適正管理に関す

る条例（以下「改正前の条例」という。）の規定によりなされた処分，手続その他の行

為は，それぞれ法及びこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。

３ この条例の施行の際，現に改正前の条例第１３条第１項の規定により置かれている笠



岡市空き家等適正管理審議会は，改正後の笠岡市空家等の適切な管理に関する条例第１

０条第１項の規定により置かれる笠岡市空家等対策協議会となり，同一性をもって存続

するものとする。


